
　
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
花
盛

り
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
無
医
村
で
救

援
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
は
多
い

が
、
そ
の
現
状
を
「
多
く
の
国
か
ら

医
師
や
看
護
婦
が
派
遣
さ
れ
て
も
、

住
民
の
生
活
水
準
が
土
が
ら
ね
ば
、

医
師
団
が
去
っ
た
後
に
不
安
だ
け
が

残
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
大
学
生
最
後
の
夏
休
み
に
、
邦
楽

サ
ー
ク
ル
の
旅
行
で
タ
イ
・
ク
ワ
イ

川
奥
地
の
少
数
民
族
村
を
訪
れ
た
。

　
「
薬
が
底
を
つ
く
と
す
ぐ
に
伝
染
同

が
ま
ん
延
す
る
。
そ
ん
な
現
場
を
見

て
、
現
代
医
療
の
限
界
を
思
い
知
っ

た
」
。
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
に
、
医
師
は
何
か
で
き
る
の

か
。
ひ
と
つ
の
答
え
と
し
て
一
九
八

四
年
、
ア
ジ
ア
十
三
力
国
の
医
師
四

百
人
が
連
帯
す
る
国
際
医
療
組
織

　
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
　
（
略

称
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
を
岡
山
に
設
立
し

ャムロン氏を

さん

しげる

茂

タイ民主化運動のリーダー、チ
機業視察に招いたＡＭＤＡ代表

　　　　　　　　　すが　　なみg!!IV　菅　波

　
広
島
県
生
ま
れ
。
岡
山
大
卒
。
岡
山

市
の
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
勤
務

を
経
て
、
菅
波
内
科
医
院
を
開
業
。
8
4

年
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
を
発

足
。
現
在
、
代
表
を
務
め
る
。
4
5
歳
。

た
。

　
理
念
は
「
ア
ジ
ア
の
良
き
医
療
、

良
き
将
来
」
。
タ
イ
東
北
の
農
村
で

二
年
前
か
ら
進
め
る
開
発
支
援
は
、

農
村
部
に
有
機
農
法
を
導
入
し
て
大
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地
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
医
師
を
派
遣

し
て
農
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
息

の
長
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
化
学
肥
料
で
土
地
が
荒
れ
、
破
産

し
た
農
民
が
流
入
し
て
起
こ
る
ス
ラ

ム
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
の

が
、
当
時
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
だ
っ
た
。
去
年
十
一
月
、
バ

ン
コ
ク
で
出
会
い
共
鳴
。
チ
ャ
ム
ロ

ン
氏
が
、
有
機
農
業
の
先
進
地
・
岡

山
の
視
察
を
熱
望
し
た
。

　
　
「
外
に
出
て
い
く
だ
け
で
な
く
海

外
の
指
導
者
を
招
い
て
日
本
の
技
術

を
持
ち
帰
っ
て
広
め
て
も
ら
う
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
は
重

要
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
来
日
を
機
に

こ
う
し
た
活
動
も
注
目
さ
れ
て
い
く

は
ず
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
は
多
額
の
資

金
が
要
る
。
地
域
住
民
の
た
め
に
と

十
一
年
前
、
岡
山
市
の
郊
外
に
開
設

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

の
医
院
を
さ
し
て
「
借
金
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
す
よ
」
。
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば

し
な
が
ら
、
目
は
輝
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
利
幸
）
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